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Environmental Research Institute

生活環境研究所
高度な分析機器と設備を完備した環境化学の研究拠点
水質汚濁をもたらす栄養塩類や重金属イオン等の汚染物質を除
去するためのシステムを構築し、水圏環境を保全することが水資
源を永続的に活用するための必須条件です。水圏環境は水域毎
に独特の精妙なバランスによって成り立つ複雑系であり、その
実態を正確に把握するためには、対象毎に水質測定法を開発す
る必要があります。また、ターゲットとする化学種毎に最適の捕
集性能をもった吸着材を開発することが、水圏環境保全システ
ムの開発には欠かせません。当該研究所は、水溶液中の極微量
元素をサブppmレベルで多成分同時に測定できる「誘導結合プ
ラズマ発光分光分析装置」をはじめ、高度な分析機器を完備して
います。持続的に発展可能な社会を構築するための基盤となる、
レアメタルの資源回収技術やコンクリートの性能向上技術に関
する研究に取り組んでいます。石川県下の水圏環境保全と水資
源の有効利用にも積極的に取り組んでいます。

▲簡易型フローインジェクション分析システム

▲誘導結合プラズマ発光分析装置

▲有機機能性材料の合成の様子

▲誘導結合プラ
ズマ発光分光
分析装置によ
る無機元素の
定量の様子RESEARCH THEME : 研究テーマ

水圏環境保全システムの開発
・陸水環境保全のための環境水

の水質測定
・環境水中微量成分の濃縮定

量法の開発
・コンクリート用表面含浸材の

作用機構解明に関する研究

有害物質除去システムの開発
・有害金属イオン捕獲材の開発
・新奇特性を有する機能性高分

子架橋剤の開発

レアメタルの分離回収
・選択的金属イオン吸着能を有

する機能性材料の開発
・配位子化合物の合成および特

性評価

研究キーワード

ほか

やつかほリサーチキャンパス

・ 溶媒抽出法
・ 分離分析化学
・ 水圏環境化学
・ 環境浄化材料
・ 簡易分析法
・ 流れ分析法
・ 環境分析

・ 多孔質機能性材料
・ 金属イオン吸着材の開発
・ コンクリートの化学的侵食
・ けい酸塩系表面含浸材
・ 有機機能性材料
・ 有機合成
・ 複素環配位子

所長　廣瀬 康夫
https://wwwr.kanazawa-it.ac.jp/k-lab/

KIT Aeronautics Laboratory

航空システム工学研究所
大学の基礎研究と企業の実用化研究をつなぐ研究所
航空システム工学研究所では社会や企業のニーズに合った研究に取り組んでいます。
航空システム工学研究所に所属する教員は企業出身の教員と大学等の教育機関
出身の教員により構成されているので、実機教材の導入等により企業や社会の
ニーズを理解して、より実用面に近い研究や教育を行うことが可能です。この特色
を活かして、他大学や企業と連携して航空機や宇宙機の開発・設計を念頭においた
研究や技術支援を行います。一方、研究所独自のプロジェクトとしては、災害時に活
躍できる小型無人機の研究やジェットエンジンの騒音低減につながる吸音パネルの
研究、複合材料を用いた宇宙展開構造部材の研究、宇宙航行用推進エンジンの研
究、火星探査用飛行機の研究などを行っています。また、ＨＰ等を通じて最新の活動
状況、研究成果、教員の著作、学生の研究成果等について随時紹介しています。

▲低速風洞
　飛行機に働く空気の力や飛行機の周りの空

気の流れを調べる実験に用いる装置です。

▲フライトシミュレータ
　飛行機の操縦を模擬する実験に用いる装置

です。

RESEARCH THEME : 研究テーマ

研究キーワード

ほか

やつかほリサーチキャンパス

・翼の空力特性
・バイオミメティク
・風洞実験
・火星探査無人飛行機
・航空材料
・機能向上
・表面処理
・数値流体力学
・空力解析
・航空機の環境適合性向上
・ドローン
・回転翼航空機
・パラシュート
・空飛ぶクルマ

・構造強度
・有限要素解析
・複合材料
・サンドイッチ構造
・ジェットエンジン
・ファン騒音
・飛行制御
・フライトシミュレーター
・吸音ライナ
・燃料微粒化
・宇宙推進エンジン
・新型人工筋肉
・柔軟構造
・大気圏突入

小型無人機の実用化研究
・災害時の偵察・連絡任務／平

時の観測任務に使用
・現場のニーズに合った小型

で安価な機体
・システムインテグレーション

に基づく研究

吸音パネルの空力音響性能
評価に関する研究
・軽量新素材を用いた次世代

エンジン吸音ライナパネルの
研究

・パネルのインピーダンス評価
ツール（数値解析と試験）の
開発と、その精度向上

・宇宙航空研究開発機構との
共同開発

複合材料を用いた
宇宙展開構造部材の研究
・宇宙空間で使用する円筒形状の構造

部材の研究
・柔軟かつ双安定性を有する単層複合材

料を用いた、運搬時には小さく収納し宇
宙空間で大きく展開する構造部材

・構成材料の力学的特性が、構造部材と
しての収納性や展開時・展開後の力学
的特性に及ぼす影響を詳細に研究
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